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研究成果の概要（和文）：　本研究によって明らかになったことは、日本内閣文庫所蔵の『過日集』２セットはどちら
も完本ではないこと。それらの欠損部分は上海図書館所蔵『過日集』によって補うことができる。『商舶載書目録』に
も、『過日集』についての向井玄尚の記載があることを発見したが、それが内閣文庫所蔵本『過日集』のどちらかであ
るかも決定できないこと。
  もう一点は、『過日集』巻四に選出されるキョウ鼎孳の11首の詠懐詩の意義を初めて解明した。

研究成果の概要（英文）：This resarch clarifies that either of two sets of Chinese Classic “Guo ri ji”is 
not full at　 the collection of National Archives of Japan；that missing parts of the two sets are seen 
at ShanghaiLibrary ；and that it is difficult to recognize which of the two sets of the collection of 
National Archives of Japan was described by Gensho Mukai in the “List of Books Shipped”
 This research points out the significance of 11 liric poems famous for “Yonghuai shi”by 
Gongdingci,which were selected in the vol.4 of the“Guoriji”.

研究分野： 中国古典文学
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１．研究開始当初の背景 

内閣文庫に所蔵される清初詩総集『過日集』

は、世界の孤本である。世界中これまで、こ

れに関する研究が皆無であった。中国では、

ようやく『清初人選清初詩彙考』（謝正光・

余汝豊編著1998） に、「序文」「凡例」だけ

が影印されその書誌に言及がなされ、その所

在が知られるようになった。また最近、中国

で刊行された『清初詩選五十六種引得』（謝

正光ほか両名合編2013）にも『過日集』が引

用されているが、我国では本研究がその嚆矢

となるであろう。 

 
 
２．研究の目的 

本研究は、『過日集』に附せられた龔鼎孳

らの序文等を含め、それらを解明し当時の文

学の状況を明らかにする。その拠るところは

まさに明末清初の原資料としての『過日集』

のテキストである。二十巻にわたる膨大な選

詩は勿論のこと、序文と編集者による凡例お

よび詩体評論も原資料として研究し、この時

代の詩作の状況と文学評論とを明確にしてゆ

くのが目的である。『過日集』に掲載される

「詠懷詩」について読解を進め、『過日集』

に収載されている龔鼎孳の詠懷十一首の意義

を解明することも目的である。 

 
 
３．研究の方法 

まず『過日集』そのもののテキスト底本の

確定である.康煕十二年（1673） 刊行された

ものの、清朝支配が堅固になるにつれて統制

の網の目も細やかになり、日本に舶載された

刊本は内閣文庫所蔵本だけで、墨塗り墨書が

なされている。国外にある『過日集』との比

較と校勘が真っ先になされなければならない。

そして、『過日集』本体の研究にとりかかる

が、この書物の開頭に附せられたほぼ一卷分

にも相当する量の「序文・凡例・諸体評論」

を解読する。「過日集序」を構成する龔鼎孳

（1615～ 73）・沈荃(1624～84)・施閏章(1618

～83)と陳玉基の康煕十二年（1673）の序跋に

述べられる文学論の解明である。 

また『過日集』に掲載される「詠懷詩」に

ついての研究を進める。 

 
 
４．研究成果 

これまでの研究によって、内閣文庫『過日

集』はどちらも完本ではない。『舶載書目録』

にも「過日集」についての向井玄尚の記載が

あることを発見したが、その記載される『過

日集』は内閣文庫蔵のものかどうかは現在で

は決定できない。 

『内閣文庫所蔵漢籍分類目録』4 0 3頁の記

載どおり（A）昌（平坂学問所蔵）本40冊・（B） 

毛（毛利高標所蔵）本20冊について、これま

での調査で（A）昌本と（B）毛本とを比較す

れば、分量的にも20冊の（B）毛本が二〇巻廿

冊のするための整形本であり、もともと『過

日集』掲載の詩人と詩とをすべて伝えている

ものではないと判明する。その省略された詩

人と詩作は、（A）昌本で部分的に補充できる

ことも明らかになる。補充できた詩人名は

「『過日集』掲載詩人総表」の各卷末部の詩

人名の頭部に・印を附けて表示した。ただし、

(A）昌本は完本に見せかけるために偽造され

ていることも判明した。（A）昌本の卷十二の

目録中、偶然に墨黒消し箇所があるので、そ

の空白に「過日集巻十三姓氏」と墨で書き込

み「巻十三」が有るように見せかけたことが

確認される。本文にも禁忌のため取り除かれ

た余白部分に対応する「過日集巻十三」と墨

で書き入れが為されている。(A）昌本の過日

集は卷十二を分割しているのである。以上を

まとめて述べる。 

一 (A)本(B)本どちらも完本ではないこと。 

二 (A)本は完本に見せるため巻十二目録中に

「過日集巻十三姓氏」と書き込みがなされ

ていること。 

三 (B)本は廿巻20冊にするために各巻目録に

合わせて、破棄された詩人と詩作が巻によ                



 り多数存在する。この欠損部分は巻十三以        

外、(A)本で補充できること。 

『舶載書目録』掲載の「過日集」について

の向井玄尚の記載は、江戸時代｢宝暦四年甲

戌｣(1754年)のもので、次の通りである。 

 

「寳暦甲戌年舶來書籍大意書戌番外船」 

「過日集 壹部貳套二十本 但 脱紙一張 

内四卷終り脱張数不知 

 右ハ清ノ曾青藜ガ輯ル所ニテ呉越燕齊ノ

間ニ遊歴シテ、順治二年ヨリ康煕十二年ニ   

迄ルマデ千四百七十餘家ノ詩共ニ八千六百

八十餘首ヲ得タリ。依テ（詩）體ヲ分チ   

類從シテ二十卷トシ、「鄭錬ガ襄陽ニ赴ク

ニ贈ル」ノ「君ガ詩ヲ把テ日ヲ過ス」ト   

云フ杜詩ノ意ヲ取テ書名トシ、又名媛百四

十餘人ノ詩共ニ四百四十餘ヲ輯メテ一卷   

トシ家兄庭聞ガ詩五百十餘首ヲ輯メテ六卷

トシ、己レガ詩四百四十餘首ヲ輯メテ八   

卷トシ家弟麗天ガ詩四十餘首ヲ輯メテ一卷

トシテ共ニ後ヘニ附シ候フ康煕十二年     

（1673）ノ刊ニテ御座候。」 

  

ここに記載される『過日集』が、(A)昌本か

(B)毛本か、どちらであるか決定できないこと

も判明した。 

ところで、上海図書館および南京図書館に

も『過日集』は所蔵されているが、南京図書

館のものはやはり整形本であった。上海図書

館で実見した『過日集』は、内閣文庫蔵の（A） 

昌本『過日集』と装幀もよく似ており、この

漢籍には巻十三が残っていた。『過日集』巻

十三の終末部には、八名の詩人の詩が掲載さ

れていたことが判明する。これら八名の詩は、

(A)昌本・(B）毛本の追加部分として上海図書

館本『過日集』で読むことが出来る。 

さらに『過日集』に掲載される「詠懷詩」

について研究し、龔鼎孳の詠懷十一首の意義

を解明した。『過日集』に掲載される「詠懷

詩」について、龔鼎孳は詠懐詩四十六首を彼

の文集『定山堂詩集』巻一に残しているが、

その中から『過日集』に十一首選出されて収

録されている。編者である曾燦は何故にこれ

ら十一首を選出したのかを明らかにした。明

末清初の「天崩地壊」のような激烈の時代に

は、魏末晋初に生を享けた阮籍のように詠懐

詩の連作を残した詩人が多く、『過日集』も

詠懐詩を多く伝えている。『過日集』巻十は

「律詩」を集める巻であるが、呉懋謙の「長

安詠懐」詩のように五言律詩として作られて

いたことも清初詩総集『過日集』によって判

明した。曾燦が龔鼎孳の詠懐詩十一首を選ん

だわけは、龔鼎孳が自分とおなじ落花詩の作

者でもあり『過日集』の詠懐詩其十一で「落

花重ねては栄さかず」と詠出する表現に共鳴

したからに相違ない。これは、詠懐詩の表現

として「落花」を用いた新しい境地であると

判明した。 
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